
１１月４日（日）の早朝に消防団による火災想定訓練が行われます。

花輪地区・八幡平地区・小坂町

訓練終了後の午前中には、各地区を消防車が警鐘を鳴らしながらの防火パレードも実施さ

れます。

また、火災予防週間中の７時と１９時にはサイレン又は警鐘が鳴りますので、火災と間違

わないようにご注意下さい。

携帯電話やパソコンに鹿角市、小坂町で発生した災害情報を

ｅメールで配信しています。ご利用される方は、登録が必要

ですので、下記のメールアドレスへ氏名と登録するメールア

ドレス、連絡先の電話番号を明記して送信して下さい。

火災や災害の最新情報、応急手当講習申

し込み、各種届出様式、また消防防災情

報を掲載しておりますのでご利用下さい。

携帯電話、パソコンにメール配信

件名 火災情報
場所 鹿角市花輪○○町地内

種別 建物火災

消火活動終了

件名 火災情報
場所 鹿角市花輪○○町地内
種別 建物火災

補足 ○○時○○分花輪○○町
地内建物火災は鎮火しました。

【携帯電話サイト用ＱＲコード】

去る９月６日 第４４回秋田県消防操法大会が秋田県消防学校で開催されました。
ポンプ車操法の部 小坂町第４分団万谷班 ３位
小型ポンプ操法の部 小坂町第４分団上川原班 ７位

花輪舟場自治会

小型ポンプ取扱い訓練
尾去沢下モ平自治会

防災機器取扱い訓練

大湯中町自治会

天ぷら油火災 消火訓練

小坂建設

救急訓練

尾去沢蟹沢自治会

自主防災訓練

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成１９年１月～平成１９年８月

総出動件数 １０４８件

①火 災 等 ２１件

②救 急 ９４９件

③救 助 １８件

④風 水 害 ０件

⑤遭難捜索 ５件

⑥そ の 他 ５５件
第２３号 平成１９年 秋季号
編集・発行：鹿角広域行政組合消防本部・消防署
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肩をたたいて

息を感じる

胸の動きを見る

呼吸音を聞く

呼吸がなければ

胸が４～５㎝沈む程度の強さで、１分
間に約１００回のテンポで押します

傷病者から離れましょう

２回の

人工呼吸

ＡＥＤと

心肺蘇生法で
救える命

平成１９年２２号春季号で「龍吐水」を「龍土水」と記載の誤りがありましたので、訂正とともにお詫び申し上げます。

心肺蘇生の流れ（日本版救急蘇生ガイドライン（2005）準拠）

小坂町上川原自治会

初期火災消火訓練

◎消防本部・消防署 電話 ２３－５６０１ 代 ◎十 和 田 分 署 電話 ３５－２００６

◎小 坂 分 署 電話 ２９－２１１９ みなさんからのご意見お待ちしております

空気が逃げな

あごを上げ、口元にほほを寄せ
呼吸の確認をします。

いよう鼻をつ
まみましょう

ここを
中心に

お詫び



郷土の財産を自らの手で守る地域防

災のリーダーである消防団員が不足し

ています。

特に最近は異常気象による水害が発

生したばかりで、今、新たな消防団員

のチカラが求められています。
所定の用紙に必要事項をご記入の上、

消防署・十和田分署に提出して下さい。

（用紙は、消防署・十和田分署・市役所総合案内・

■２人以上で入山し声を掛け合う
■食料・雨具・ライター・携帯電話を携行
■行き先、帰宅時間を家族に知らせる
■目立つ物（大きい木）を中心に行動
■早めに下山する
■熊へは鈴などで人の存在をアピール

セルフスタンドでの事故が増えています！

自動車の燃料に使用されるガソリンは、気温がマイナス４０
度でも引火（ライターの火、たばこの火、静電気、衝撃の火花
などにより着火）する可能性があります。
■給油前に必ずエンジンを停止すること。
■計量機にある静電気除去シートを使用すること。
■｢継ぎ足し給油｣をしない。
給油時には常に身の回りにガソリンの蒸気が存在するという

危機感を持って安全に給油して下さい。

鹿角市内の高齢者宅へ男性が「消火器の点検に来まし
た。」と訪れ、｢古くなっているため交換します。｣ と
通常より高いお金を請求するという事がありました。
一般住宅に設置している消火器には点検の義務はあり
ませんので注意して下さい。また、県内で住宅用火災警
報器を高額で売りつけるという事例が発生していますの
であわせて注意が必要です。

すべての住宅（共同住宅を含む）に
となります。これは火災を早期に発見し、

逃げ遅れによる死傷者を無くすことを目的としています。

新築

既存

平成１８年６月１日から設置

平成２３年５月３１日までに設置

■点火の前には、浴槽の水が十分入って
いるか確認する。
■火をつけるときは必ず目で確認する。

風呂 ■マッチやライター、着火器
具をこどもの手の届くとこ
ろに置かない。
■こどもに火遊びをさせな
い。

こどもの
火遊び

■火をつけたまま、給油や移動をしない。
■ストーブの周りに燃えやすいものを置かな
い。
■ストーブの定期点検をしておく。

石油
ストーブ

■破損（油漏れ）の有無
の確認。
■積雪時の除雪による配
管の損傷に注意。

ホームタンク

■火をつけるときは、必ず目
で確認する。
■近くに、燃えやすいものを
置かない。
■使用するときは、そばを離
れない。
■点火・消火のときは、衣服
の袖口に火が移らないよう
にする。

コンロ

■寝たばこは絶対にしない。
■灰皿に吸いがらをためない。
■たばこの火がついたまま灰皿
に放置しない。

たばこ
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※今年は例年に比べて熊の発生が多いです。

機能別消防団

機能別消防団とは、入団時に決めら

れた特定の活動や役割に参加する活

動で、基本団員と同じように活動がで

きない人でも、自らの能力やメリットを

生かす制度です。事業所チームのほ

か、消防団員OBの再入団を促進する
新消防協力員制度があります。

県内初の消防団として、今後の活躍

を期待されています。

女性消防団員募集
○応募資格
鹿角市内に住む、満18歳以上60歳まで

の女性で、健康な方。防災やボランテ

ィア活動に興味のある方。

○応募方法

アルパス・アメニティ倶楽部ハウスにあります）

鹿角市・小坂町消防団員募集

問い合わせ先は消防本部総務課、または小坂町

役場町民課（２９－２４００）まで。


